
堀
河
百
首
題

「千
鳥

」
を

め
ぐ

っ
て

内

藤

愛

子

『堀
河
百
首
』
の
冬
の
歌
題

「千
鳥
」
を
取
り
上
げ
て
、
堀
河
百
首
詠
出
歌
人

達
が
、
冬
の
季
題
と
し
て

「
千
鳥
」
を

ど
の
よ
う

に
捉
え
、
詠
じ
て
い
る
か
を

具
体
的
に
分
析
し
、
そ
の
特
徴
を
挙
げ
、
歌
題
の
本
意
を
考
え
て
み
た
い
。

『堀
河
百
首
』
以
前
に
お
い
て

「千
鳥
」
は
歌
材
と
し
て

『万
葉
集
』
よ
り
詠

ま
れ
て
い
る
が
冬
季
と
の
関
係

の
あ
る
詠
歌
は
み
ら
れ
な
い
。
『古
今
六
帖
』
に

お
い
て
は
、
第
二
帖
水
の
中
に
千
鳥

(
六
首
)
と
第
六
帖
鳥
の
中
に
千
鳥

(九

首
)

の
二
ヶ
所
に
分
類
が
成
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
う
ち
、
第
六
帖
鳥

の
千
鳥
の

分
類
の
中
に
冬
季
の
千
鳥

の
詠
歌
が

一
首

(26
)
の
み
見
出
さ
れ
る
。

鯤
お
も
ひ
か
ね
い
も
か
り
行
け
ば
冬

の
夜

の
河
風
さ
む
み
千
鳥
鳴
く
な
り

ま
た
、
「千
鳥
」
が
冬
季

の
歌
題
と
し

て
初
出
の
歌
合
は
、
永
承
四
年
十

一
月

九
日
内
裏
歌
合

(『平
安
朝
歌
合
大
成
3
』
燭
)
の
十
二
番
千
鳥
に

左

兼
房
朝
臣

23
夕
暮
は
空
に
千
鳥
ぞ
き
こ
ゆ
な
る
天
の
川
原
に
鳴
く
に
や
あ
る
ら
む

右
勝

内
大
臣

24
佐
保
川
の
霧
の
あ
な
た
に
鳴
く
千
鳥
声
は

へ
だ
て
ぬ
も
の
に
ざ
り
け
る

と
あ
る
。

勅
撰
集
に
つ
い
て
見
て
み
る
と
、
「千
鳥
」
を
冬
季
の
歌
材
と
し
て
初
出
は
、

『拾
遺
集
』
(謝

・
嬲
)
に
求
め
ら
れ
る
。
二
首
は

『古
今
六
帖
』
に
み
ら
れ
、

そ
の
う
ち
、
捌
は

『古
今
六
帖
』
鯤
の
収
載
歌
と
同
じ
で
あ
る
。
ま
た
、
冬
季

の
歌
題
と
し
て

「千
鳥
」
が
初
め
て
詠

ま
れ
る
の
は

『後
拾
遺
集
』
で
三
首

(
7

0XU

∩UJ

∩XU
・
8

・
8

qlU

qj

q
U)

あ

る

。

そ

の
う

ち

二

首

(
謝

・
躙
)

は

詞
書

に

「
永

承

四

年

内

裏

の
歌

合

に
千

鳥

を

よ

み
侍

り

け

る

」

と
あ

る

。

こ

の
よ
う

に
、

「
千

鳥

」
が
冬

季

の
歌

題

と

し

て

定

着

す

る

に

当

っ
て
、

永

承

四

年

十

一
月

九

日
内

裏

歌

合

が
多

大

な

影

響

を

与

え

た

と
考

え

ら

れ

る
。

ま

た

、

「
千

鳥

」
が

歌

題

と

し

て

定

着

し

た

の
は

比

較

的

新

し

く

、

新

寄

な

歌

題

で

あ

る

こ

と

が

知

ら

れ

る
。

「
千

鳥

」
に

つ

い
て

は

、

既

に
、

有

吉

保

氏

の
詳

細

な

ご
論

考

が

あ

り

、

そ

の

こ
論

考

の
中

で
有

吉

氏

は

「
千

鳥

の
歌

が
冬

部

の
歌

題

に

お

い

て
も

、

内

容

的

に
も

決

定

的

な

位

置

を

獲

得

す

る

の

は

『
堀

河

院

御

時

百

首

』

に

は
じ

ま

る

と

　
　
　

み
ら
れ
る
」
と
指
摘
し
て
い
る
。
そ
の
有
吉
氏
の
調
査
分
析
を
基
に
し
て
堀
河

百
首
題

「千
鳥
」

の
特
徴
を
考
察
し
て
み
る
と
次
の
よ
う
に
な
る
。

『堀
河
百
首
』
に
お
い
て
、
「
千
鳥
」
の
歌
題
が
ど
の
よ
う
に
詠
ま
れ
て
い
る

か
調
査
し
、
そ
の
特
徴
を
挙
げ
て
み
る
と
、
千
鳥
の
鳴
く
声
に
主
眼
を
お
き
、

聴
覚
的
表
現
を
中
心
に
捉
え
、
叙
景
的
に
描
い
て
い
る
。
し
か
も
、
時
間
的
に

は
、
夜
間
を
設
定
し
た
歌
が
十
六
首
の
う
ち
十
首
を
し
め
、
そ
の
う
ち
、
明
け

方
が

一
首
、
夕
方
が

一
首
で
あ
る
。
ま
た
、.
浦
、
浜
、
沖

の
よ
う
な
海
に
関
連

し
た
歌
枕
、
地
名
、
名
所
を
設
定
し
た
詠
歌
が
十
二
首
の
多
数
を
し
め
、
川
、

河
原

の
よ
う
に
河
川
に
関
連
し
た
歌
枕
、
地
名
が
四
首
み
え

『堀
河
百
首
』
詠

出
歌
人
達
は
、
千
鳥
を
河
川
と
結
び
付
け
て
詠
じ
る
よ
り
も
海
と
の
関
わ
り
で

千
鳥
を
詠
じ
る
歌
が
中
心
を
成
し
て
い
る
と
言
え
る
。
そ
し
て
、
「風
」
が
歌
材

(9)



と

し

て

詠

ま

れ

た
歌

が

十

六

首

の
う

ち

七

首

を

し

め

て

い
る

。

し

か

も

、

「
千

鳥

」
と

場

所

の
設

定

に
関

し

て

は

、

歌

枕

、

名

所

、

地

名

に
拠

っ
た

詠

歌

が
十

六
首

中

十

二
首

を

し

め

て

い
る

。

そ

れ

ら

の
歌

枕

、

名

所

、

地

名

を
挙

げ

て

み

る

と

、
「
志

賀

の
浦

」

(
779
)

「
明

石

の
浦

」

(
粥

・
脚

)
「
浪

逆

の

浦

」

(
289
)

「
与

謝

の
浦

」

(
嬲

)

「
雄

島

ケ
磯

」

(
刪
)

「
猪

名

の
湊

」

(
螂
)

「
吹

上

の

浜

」

(
8

1

8

●
∩げ

9

0
」
)

「
大

井

川
」

(
臈
)

「
佐

保

川

」

(
蠍

・
弸

)

で
あ

る
。

そ

の

う

ち
、

「
浪

逆

の
浦

」

と

「
猪

名

の
湊

」

は

、

管

見

の
範

囲

で

は

『
堀

河

百

首

』

成

立

以

前

に
詠

歌

が

見

出

さ

れ
ず

、

『
万

葉

集

』
の

み

に
詠

歌

が

見

ら

れ

る

こ
と

か

ら

少

な

か

ら

ず

『
万

葉

集

』

に
典

拠

を

求

め

た

歌

枕

、

名

所

、

地

名

と

言

え

る

で

あ

ろ

う

。

こ

れ

ら

の
歌

枕

、

地

名

、

名

所

の
う

ち

、

『
堀

河

百

首

』
以

前

に

「
千

鳥

」
と

詠

ま

れ

た

歌

枕

、

名

所

、

地

名

は

「
佐

保

川
」
の

み

で
あ

り

、

そ

れ

以

外

は

「
千

鳥

」

と

の
詠

歌

に

は

見

出

す

こ

と

の

で
き

な

い
も

の

で
あ

る

。

こ

の
よ

う

に
、

十

六

首

中

、

十

二

首

ま

で

が

歌

枕

、

地

名

、

名

所

を

詠

み
込

ん

で

い
る

こ
と

は
、

『
堀

河

百

首

』

の
歌

題

「
千

鳥

」

に

お

け

る

詠

歌

の
特

徴

の

一
つ
と

し

て
挙

げ

て

よ

い

で
あ

ろ
う

。

堀

河

百

首

題

「
千
鳥

」

に

お
け

る

歌

枕

、

名

所

、

地

名

ご

と

に

具

体

的

に

検

討

し

て

み

る

こ

と

に

し

よ

う

。

ま
ず
は
、
「
志
賀
の
浦
」
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
「志
賀

の
浦
」
は
近
江
の

国
の
歌
枕
で
、
『万
葉
集
』
よ
り
詠
じ

ら
れ
て
い
る
歌
枕
、
地
名
で
あ
る
。
『堀

河
百
首
』
に
お
い
て
は
三
首

(哘

・
㎜

・
跖
)
み
ら
れ
、
そ
の
う
ち
、
歌
題

「千

鳥
」
は

一
首

(779
)

で
、
そ
の
他

の
二
首

(㎜

・
蠅
)
は
歌
題

「恨
」

の
歌
で

し
か
も
、
「浦
」

に

「恨
」
を
懸
け
て

い
る
。

㎝
志
賀
の
浦
の
松
吹
く
風
の
さ
ひ
し
き
に
夕
浪
千
鳥
た
ち
ゐ
な
く
な
り

(藤
原
公
実
)

㎜
さ
さ
浪
や
志
賀

の
浦
風
う
ら
め
し
と
思
ふ
は
か
ひ
も
渚
な
り
け
り

(源
師
時
)

跖
人
知
れ
ず
み
る
め
も
と
む
と
近
江
な
る
志
賀

の
浦
み
て
す
ぐ
る
こ
ろ
か
な

藤

原
基
俊
)

「
千
鳥
」
の
歌

(779
)
は
、
『万
葉
集
』
嬲
の
人
麻
呂
の
近
江
朝
遷
都

の
詠
歌

を
本
歌
と
し
、
そ
の
詠
歌

に
発
想
典
拠
を
求
め
て
い
る
。

跚
淡
海
乃
海

夕
浪
千
鳥

汝
鳴
者

情
毛
思
努
尓

古
所
思

こ
の
人
麻
呂
の
歌

の
初
句
目
の

「
淡
海
の
海
」
を
同
じ
近
江
の
国
の
歌
枕

で

あ
る

「志
賀
の
浦
」
に
替
え
、
第
二
句
目

「夕
浪
千
鳥
」
は
そ
の
ま
ま
下
二
句

目
に
詠
み
入
れ
た
も

の
で
、
人
麻
呂
歌
を
強
く
意
識
し
た
も
の
と
捉
え
ら
れ
る
。

「
千
鳥
」
と
「志
賀

の
浦
」
組
合
せ
に
よ
る
例
歌
は
、
こ
の
藤
原
公
実
の
歌

(779
)

以
前
に
は
あ
げ
ら
れ
ず
、

こ
の
詠
歌
以
降
は

「
千
鳥
」
の
題
詠
歌
や
歌
合
歌
に

詠
ま
れ
て
い
る
。
例
え
ば

『源
三
位
頼
政
集
』
跏

(『私
家
集
大
成
中
古
H
86
)

や
元
永
元
年
十
月
十
三
日
内
大
臣
忠
通
歌
合
8

(『平
安
朝
歌
合
大
成
6
』
嬲
)

等
で
あ
る
。

寒
夜
千
鳥
を
観
蓮
か
歌
会
に

捌
さ
ゆ
る
夜
は
遠
さ
か
り
行
志
賀

の
浦
の
浪

の
こ
な
た
に
千
鳥
鳴
也

8
空
さ
え
て
志
賀
の
浦
風
海
吹
け
ば
夕
浪
千
鳥
た
ち
ゐ
な
く
な
り

こ
の
よ
う
に
、
藤
原
公
実
の
歌

(779
)
と
少
な
か
ら
ず
影
響
関
係
が
認
め
ら

れ
る
例
歌
で
あ
ろ
う
。

ま
た
、
「千
鳥
」

の
歌
題
の
中

で
、
『万
葉
集
』

の
詠
歌
を
発
想
の
典
拠
と
し

て
い
る
も

の
と
し
て
藤
原
顕
季
の
歌

(189
)
が
挙
げ
ら
れ
る
。

腮
夜
く
た
ち
に
千
と
り
し
は
な
く
楸
生
ふ
る
清
き
川
原
に
風
や
ふ
く
ら
ん

こ
の
蠍
の
詠
歌
は
、
『万
葉
集
』
(蜘
)
の
山
部
赤
人
の
歌
に
典
拠
を
求
め
る

こ
と
が
で
き
る
。

脚
鳥
玉
之

夜
乃
深
去
者

久
木
生
留

清
河
原
尓

知
鳥
数
鳴

こ
の
蜘
の
歌

の
下
三
句
を
そ
の
ま
ま
句

の
順
序
を
さ
し
替
え
、
し
か
も
、
第

一

句
目
の

「夜
く
た
ち
」
も
ま
た
、
『万
葉
集
』
第
十
九
巻

「夜
裏
聞
千
鳥
鳴
二
首
」

(10)



の
大
伴
家
持
の
歌

(O

l

η

。
π

4

4
)
に
見
出

せ
る
。

㎝
夜
具
多
知
尓

寝
覚
而
居
者

河
瀬
尋

情
母
之
奴
尓

鳴
知
等
理
賀
毛

皿
夜
降
而

鳴
河
波
知
登
里

宇
倍
之
許
曾

音
人
母

之
努
比
来
尓
家
礼

「夜
く
た
ち
」
は
、
『万
葉
集
』
を
典
拠

と
し
た
歌
語
と
考
え
ら
れ
る
。
こ
の
よ

う

に
、
藤
原
顕
季
の
千
鳥

の
歌
は

『万
葉
集
』
の
歌
語
を
用

い
、
新
し

い
趣
向

を
求
め
た
も
の
と
受
け
取
れ
る
だ
ろ
う

。

次
に
、
『万
葉
集
』
に
例
歌
が
見
出
さ
れ
る

「佐
保
川
」
に
つ
い
て
検
討
し
て

み
よ
う
。
「佐
保
川
」
は
、
大
和

の
国

の
歌
枕
で
、
「
千
鳥
」
に
お
い
て
、
「佐
保

川
」
を
詠
じ
た
歌
は
次

の
二
首

(7

q
り

0(V
●
8

0」

O
J)
で
あ
る
。

蠍
霧
た
ち
て
わ
た
せ
も
み
え
ぬ
さ
ほ
川
の
し
る

へ
は
夜
半

の
千
鳥
な
り
け
り

(藤
原
基
俊
)

弸
よ
や
さ
む
き
友
や
恋
し
き
ね
て
き
け
は
さ
ほ
の
か
は
ら
に
千
鳥
鳴
く
な
り

(隆
源
)

こ
の
二
首
は
、
い
ず
れ
も

「千
鳥
」

と

「佐
保
川
」
が
詠
ま
れ
、
こ
の
組
合

せ
は

『万
葉
集
』
に
多
数

の
例
歌
が
み
ら
れ
る
。
特
に
、
『万
葉
集
』
第
七
巻

の

「鳥
詠
」
と
い
う

詞
書

の
あ
る
詠
歌
が
三
首
排
列
さ
れ
、
そ

の
う

ち

の
二
首

(㎜

・
㎜
)
は

「
千
鳥
」
「佐
保
川
」

の
組
合
せ
の
詠
歌

で
あ
り
、
㎜
は
、
夜
更

け
に
鳴
く
千
鳥
を
詠
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
千
鳥
」
「
佐
保
川
」

「夜
」
の
組
合
せ
は

『万
葉
集
』
以
来
の

伝
統
的
な
組
合
せ
に
拠
る
詠
作
方
法
と
指
摘

で
き
る
で
あ
ろ
う
。

㎜
佐
保
川
尓

小
驟
千
鳥

夜
三
更

而

尓
音
聞
者

宿
不
難
尓

藤
原
基
俊

の
詠
歌

(789
)

の
よ
う
に

「佐
保
川
」
と

「川
霧
」
と

「千
鳥
」

の
組
合
せ
は
、
勅
撰
集
に
お
い
て

『古
今
集
』
(繃
)
よ
り
例
歌
が
挙
げ
ら
れ
、

そ
れ
ら
は

「
紅
葉
」
を
主
題
と
し
た
詠
歌
に
数
多
く
見
ら
れ
る
。
こ
の
よ
う
な

組
合
せ
の
詠
歌
は
、
秋
部
に
排
列
さ
れ
、
秋
季
を
意
識
し
た
も
の
と
言
え
る
。

繃
千
鳥
な
く
さ
ほ
河
き
り

の
た
ち
ぬ
ら
し
山
の
こ
の
は
も
色
ま
さ
り
ゆ
く

だ
が
、
「佐
保
川
」
「
川
霧
」、
「千
鳥
」
と
い
う
組
合
せ
パ
タ
ー

ン
で
冬
部
に

排
列
さ
れ

「
千
鳥
」
を
主
題
と
し
た
歌
と
し
て
勅
撰
集

の
初
出
は
、
『拾
遺
集
』

に
み
ら
れ
、
そ
れ
は
紀
友
則

の
詠
歌

(832
)
で
あ
り
、
『古
今
六
帖
』
に
も
収
載

さ
れ
て
い
る
。

嬲
ゆ
ふ
さ
れ
は
さ
ほ
の
か
は
ら
の
河
き
り
に
友
ま
と
は
せ
る
千
鳥
な
く
な
り

こ
の
詠
歌
は
、
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
勅
撰
集
に
お
い
て

「
千
鳥
」
が
歌

材
と
し
て
冬
部

の
初
出
の
歌
で
あ
り
、
歌
題
と
し
て
初
出

の

『後
拾
遺
集
』
の

冬
部
に
は
三
首

(
7

0ハU

OJ

8

●
8

●
8

ミ
U

3

90
)
が
集
中
し
て
排
列
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
三
首

は
、

い
ず
れ
も
歌
枕
、
地
名
、
名
所
が
詠
み
入
れ
ら
れ
て
い
る
が
夜

の
千
鳥
を

詠
じ
て
い
な

い
。

そ
の
三
首
の
う
ち
、
二
首

(8

9

8

■
0ハU

3

91U)
は

「永
承
四
年
内
裏
の
歌
合
に
ち
と

り
を
よ
み
待
り
け
る
」
と
い
う
詞
書
き
が
付

い
て
る
。
し
か
も
、
謝
の
詠
歌
は
、

「佐
保
川
」
「千
鳥
」
「霧
」
の
組
み
合
せ
に
拠

っ
て
い
る
。

跚
佐
保
川
の
き
り
の
あ
な
た
に
な
く
千
鳥

こ
ゑ
は

へ
た
て
ぬ
も

の
に
そ
あ
り

け
る

こ
の
よ
う
に
、
『堀
河
百
首
』
の
藤
原
基
俊
の
歌

(蜥
)

の

「
千
鳥
」
「佐
保

川
」
「霧
」
と
い
う
歌
材

の
組
合
せ
は
、

『万
葉
集
』
以
来
詠
み
継
れ
た
伝
統
的

な
バ
タ
ー
ン
を
基
と
し
な
が
ら
夜

に
鳴
く
千
鳥
を
詠
じ
て
い
る
。
ま
た
、
隆
源

の
歌

(989
)
も
同
様
に

『万
葉
集
』
に
歌
材
を
求
め
、
「佐
保

の
川
原
」
「夜
」

「
千
鳥
」
と
い
う
組
合
せ
に
拠

っ
て
、
友
が
恋
し
く
な
る
よ
う
な
冬

の
夜

の
寂
し

さ
を
効
果
的
に
表
現
し
、
冬
季

の
歌
題
と
し
て

「千
鳥
」
を
捉
え
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「佐
保
川
」
「
千
鳥
」
の
発
想
は
少
な
か
ら
ず
、
『万
葉
集
』
以

来

の
伝
統
的
な
千
鳥

の
詠
歌
を
意
識
し
た
上
で
の
詠
作
方
法
で
あ
り
、
夜

に
鳴

く
千
鳥

の
発
想
も
万
葉
歌
に
典
拠
を
求
め
た
と
考
え
ら
れ
、
そ
こ
に
新
趣
向
の

追
求
を
見
出
し
た
と
言
え
な

い
だ
ろ
う

か
。

ま

た
、
『堀
河
百
首
』
に
お

い
て

「佐
保

川
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌
が
三
首

(
鵬

・
蜥

舳

)

あ

り

、

前

掲

の

「
千
鳥

」

の
歌

題

の
歌

(
鰤

)

の
他

に
、

「
柳

」

(11)



の
歌
題

(611
)
と

「祝
」
の
歌
題

(脳
)
に
見
ら
れ
る
。

Uβ
さ
ほ
川
の
岸

の
ま
に
ま
に
む
れ
た
ち
て
風
に
波
よ
る
青
柳
の
糸

鰤
底
き
よ
み
な
か
れ
た
え
せ
ぬ
佐
保
川

の
せ
ぎ
り
の
波
や
よ
う
つ
よ
の
か
す

そ
の
う
ち
、
m
の
歌
は

「佐
保
川
」
と

「青
柳
」
の
組
合
せ
に
拠

っ
た
も
の
で
、

そ
の
組
合
せ
に
よ
る
m
の
歌
以
前

の
例
歌
と
し
て
は
、
永
承
六
年
正
月

一
日
庚

申
六
条
斎
院
謀
子
内
親
王
歌
合
27

(『平
安
朝
歌
合
大
成
3
』
幽
)
の

「雨
中
柳
」

に
見
出
さ
れ
る
の
み
で
あ
る
。

27
つ
く

つ
く
と
ふ
る
春
雨
に
佐
保
川

の
岸

の
青
柳

い
う
つ
け
に
け
り

m
の
歌
は
、
『万
葉
集
』
の
大
伴
坂
上
郎
女
の
柳
の
歌

(蠍
)
を
本
歌
と
し
た

も

の
と
考
え
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

跏
打
上

佐
保
能
河
原
之

青
柳
者

今
者
春
部
登

成
尓
鶏
類
鴨

ま
た
、
『堀
河
百
首
』
詠
出
歌
人
で
あ
る
藤
原
公
実
、
藤
原
顕
季
が
作
者
と
し
て

み
ら
れ
る
寛
治
五
年
十
月
十
三
日
従
二
位
親
子
草
子
合
6
(『平
安
朝
歌
合
大
成

5
』
跚
)
に
お
い
て
、
「
柳
」
の
歌
題

に

「
佐
保
川
」
と

「柳
」
の
組
合
せ
の
詠

歌
が
見
ら
れ
る
。

6
朝
ま
だ
き
佐
保

の
川
べ
を
見
わ
た
せ
ば
染
め
か
け
て
け
り
青
柳

の
糸

こ
の
よ
う
に
、
『
堀
河
百
首
』
詠
出
当
時
に
は

「佐
保
川
」
と

「柳
」
の
組
合

せ
で
詠
ま
れ
て
い
た
と
受
け
取
れ
る
で
あ
ろ
う
。
し
か
も
、
そ
の
組
合
せ
は
万

葉
歌
に
典
拠
を
求
め
た
新
し
い
詠
作
方
法

の

一
つ
で
あ
り
、
今
ま
で
に
見
ら
れ

な
い
新
し

い
組
合
せ
に
拠

っ
て

「佐
保

川
」

の
発
想
領
域
の
拡
張
と
考
え
ら
れ

る
だ
ろ
う
。

次
に
、
河
川
の
歌
枕
、
地
名
、
名
所

で
あ
る

「大
井
川
」
を
取
り
挙
げ
て
み

よ
う
。
「大
井
川
」
は
、
山
代
の
国

の
歌

枕
で
あ
り
、
勅
撰
集
に
お
い
て
は

『古

今
集
』
よ
り
み
ら
れ
、
「筏
」
「井
堰
」

や

「紅
葉
」

の
歌
語
と
共
に
詠
じ
た
例

歌
が
多
く
挙
げ
ら
れ
る
。
殊
に
、
「大
井
川
」
は
、
屏
風
や
障
子

の
画
題
と
し
て

み
ら
れ
、
屏
風
歌
や
障
子
歌
や
名
所
題

と
し
て
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
「大
井
川
」

は
そ
の
後

の
影
響
に
拠

っ
て
、
イ
メ
ー
ジ
化
が
成
さ
れ
て
い
っ
た
歌
枕
、
地
名
、

名
所
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

例
え
ば
、
『恵
慶
集
』
醜

(『私
家
集
大
成
中
古
1
』
魍
)
や

『能
宣
集
』
魏

(『私
家
集
大
成
中
古
1
』

m
)
に
あ
り
、
各

々
の
詞
書
か
ら
屏
風
歌
や
障
子
歌

で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

大
井
に
い
か
た
く
た
す
、
紅
葉
み
る
人
あ
り

醜
大
井
河
い
か
た
の
さ
ほ
も
さ
す
ま
な
く
に
し
き
に
み
ゆ
る
な
み
の
う

へ
哉

秋
大
井
川

魏
大
井
川
う
け
る
紅
葉
は
い
か
た
し
の
を

の
つ
し

つ
く
を
時
雨
と
や
お
も
ふ

勅
撰
集
に
お

い
て
も
、
や
は
り

「大
井
川
」
は

「紅
葉
」
「筏
」
「井
堰
」
と

共
に
詠
じ
ら
れ
、
「大
井
川
」
は
紅
葉

の
名
所
と
い
う
関
係
か
ら
秋
季
の
詠
歌
が

数
多
く
見
ら
れ
る
。
そ
の
よ
う
な
組
合
せ
に
よ
る
秋
季
の
詠
作
が
多
数
を
占
め

て
い
る
。

『堀
河
百
首
』
に
お

い
て
、
「大
井
川
」
を
詠
み
込
ん
だ
歌
と
し
て
三
首

(嫻
・

鰯

・
脳
)
あ
り
、
そ
の
う
ち
二
首

(鰯

凾

)
は

「筏
」
と
共
に
詠
じ
ら
れ
て

い
る
。

嫻
大
井
川
せ
せ
に
ひ
ま
な
き
か
か
り
火
と
み
ゆ
る
は
す
た
く
螢
な
り
け
り

(藤
原
顕
季
)

矚
お
ほ
ゐ
川
く
た
す
筏
お
と
ろ
き
て
ゐ
せ
き
に
き
ゐ
ゐ
千
鳥
鳴
く
な
り

(源
師
時
)

脳
お
ほ
ゐ
川
み
な
わ
さ
か
ま
く
岩
ぶ
ち
に
た
た
む
筏
の
過
き
か
た
の
世
や

(源
俊
頼
)

こ
れ
ら
の
う
ち
、
「
千
鳥
」
の
詠
歌

(589
)
は
師
時
の
作
で
、
こ
の
詠
歌

の
よ

う
に

「
大
井
川
」
と

「千
鳥
」

の
組
合
せ
の
例
歌
は
管
見

の
範
囲
に
お
い
て
あ

ま
り
見
ら
れ
ず
、
わ
ず
か

『古
今
六
帖
』
に

一
首

(脳
)
検
索
さ
れ
る
の
み
で

あ
り
、
そ
れ
は
、
第
三
帖
の

「
し
が
ら
み
」
に
分
類
さ
れ
て
い
る
。

撒
大
井
川
心
し
が
ら
み
か
み
し
も
に
千
鳥
し
ば
鳴
く
夜
ぞ
ふ
け
に
け
る

(12)



こ
の
詠
歌
は
、
「大
井
川
」
と
共
に
、
夜
に
鳴
く
千
鳥
を
詠
じ
て
い
る
。
ま
た
、

『堀
河
百
首
』
以
降
に
も
例
歌
が
見
当
ら
ず
、
師
時

の
歌

(589
)
は
、
少
な
か
ら

ず

こ
の
詠
歌

の
影
響
を
受
け
た
と
察
せ
ら
れ
、
「大
井
川
」
と

「千
鳥
」
の
組
合

せ
は
定
着
化
せ
ず

一
過
性

の
も
の
と
指
摘

で
き
よ
う
。

ま
た
、
「
螢
」
の
詠
歌

(964
)
に
お
け
る

「大
井
川
」
と

「
螢
」
組
合
せ
も
、

や
は
り
以
前
に
は
例
歌
を
見
出
せ
ず
新
し

い
発
想
の
詠
歌
を
言
え
る
。
そ
の
組

合
せ
に
よ
る
詠
歌
が
、
永
長
元
年
五
月

廿
五
日
権
中
納
言
匡
房
歌
合
4
(『平
安

朝
歌
合
大
成
五
』
躅
)
の
四
番

「螢
」

に

4
高
瀬
舟
か
が
り
も
さ
さ
ず
大
堰
川

み
ぎ
は
の
螢
ひ
ま
し
な
け
れ
ば

と
あ
り
、
「
大
井
川
」
と

「螢
」
と
い
う
組
合
せ
は

『堀
河
百
首
』
詠
出
当
時
に

は
注
視
さ
れ
て
い
た
詠
作
と
言
え
る
。
し
か
も
、
『堀
河
百
首
』
以
後
の

「螢
」

の
題
詠
や
百
首
歌
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る

こ
と
か
ら
察
す
る
と
、
少
な
か
ら
ず
影

響
を
与
え
て
た
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う

に
、
『堀
河
百
首
』
詠
出

以
前

に
詠
ま
れ
て
い
な

い
、
「大
井
川
」

と

「
千
鳥
」
ま
た
は

「螢
」
と
の
組
合

せ
は
、
「大
井
川
」
の
歌
枕
、
名
所
と
し

て
の
発
想
領
域
の
拡
が
り
と
展
開
を
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。

『万
葉
集
』
の
詠
歌
に
典
拠
を
求
め
ら

れ
る
歌
枕
、
名
所
、
地
名
と
し
て

「浪

逆
の
浦
」
と

「猪
名

の
湊
」
が
み
ら
れ
る
。

い
ず
れ
も
、
管
見
の
範
囲
で
は

『堀

河
百
首
』
成
立
以
前
に
は
例
歌
が
見
ら

れ
ず
、
『万
葉
集
』
の
み
に
例
歌
が
見
ら

れ
る
こ
と
か
ら

『万
葉
集
』
を
典
拠
と
し
た
歌
枕
、
名
所
、
地
名
と
考
え
ら
れ

る
で
あ
ろ
う
。

「
浪
逆
の
浦
」
を
詠
じ
た
歌

(289
)

は
、

嬲
あ
づ
ま
な
る
な
さ
か
の
浦
に
塩
み
ち
て
有
明
の
空
に
千
鳥
し
は
な
く

と
あ
り
、
源
顕
仲
の
歌

一
首
の
み
で
あ

る
。
「
浪
逆
の
浦
」
は
、
『万
葉
集
』
第

十
四
巻
の
東
歌

の
常
陸

の
国

の
歌
に
排

列
さ
れ
た

一
首

(5143
)
に

躅
比
多
知
奈
流

奈
左
可
能
宇
美

乃

多
麻
毛
許
曽

比
気
波
多
延
須
礼

阿
杼
可
多
延
世
武

と
あ
り
、
「浪
逆

の
浦
」
は
現
在

の
茨
城
県
の
南
東
部
、
北
浦

の
南
方
、
鹿
島

町
、
潮
来
町
か
ら
賀
村
、
息
栖
に
か
け
て
の
あ
た
り
を
言
う
よ
う
で
あ
る
。
「浪

逆
の
浦
」
を
詠
じ
た
歌
は
、
管
見
の
範
囲
で
は
、
こ
の

一
首
の
み
で
、
例
歌
が

見
当
ら
ず
、
新
奇
な
歌
枕
、
名
所
、
地
名
で
あ
る
。
ま
た
、
従
来
詠
ま
れ
て
い

な

い
歌
枕
、
地
名
を

『万
葉
集
』

の
東
歌
に
求
め
、
そ
れ
に
拠

っ
て
新
奇
さ
を

求
め
、
独
自
性
を
追
求
し
た
詠
作
と
捉
え
ら
れ
る
。
「浪
逆
の
浦
」
は
、

こ
の
源

顕
仲

の
詠
歌
以
外
に
例
歌
が
み
ら
れ
な
い
こ
と
か
ら
、
後
世
に
影
響
を
与
え
る

よ
う
な
歌
枕
、
地
名
に
成
り
え
な
か

っ
た
と
言
え
る
。

次
に
、
「猪
名

の
湊
」
に
つ
い
て
検
討
し
て
み
よ
う
。
『
堀
河
百
首
』
に
お
い

て
、
「猪
名
の
湊
」

の
詠
歌

(689
)
は
、
藤
原
顕
仲
の
歌

で
あ
る
。

鰯
風
さ
む
み
夜
や
深
け
ぬ
ら
ん
し
な
が
と
り
猪
名

の
湊
に
千
鳥
し
ば
鳴
く

「猪
名
」
は
、
摂
津
の
歌
枕
、
地
名
で
あ
り
、

『万
葉
集
』
以
来

「猪
名
」

の
枕

詞
で
あ
る

「
し
な
が
鳥
」
と
共
に
詠
じ
ら
れ
て
い
る
。
こ
の

「
猪
名
の
湊
」
も

「浪
逆

の
浦
」
と
同
様

に
、
こ
の
詠
歌
以
前
に
例
歌
が
見
出
せ
ず
、
『万
葉
集
』

(㎜
)
に

一
首
詠
ま
れ
て
い
る
の
み
の
歌
枕
、
地
名
、
名
所
で
あ
る
。

㎜
大
海
尓

荒
莫
吹

四
長
鳥

居
名
之
湖
尓
舟
泊
左
右
手

既
に
、
指
摘
し
て
い
る
よ
う

に

『
堀
河
百
首
』
に
お
い
て

「
猪
名
」
に
関
連

し
た
歌
枕
、
地
名
、
名
所
が
多
数
詠
ま
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
「猪
名
」
は

『堀

河
百
首
』

の
詠
出
歌
人
達
に
注
視
さ
れ
、
多
様
化
さ
れ
た
歌
枕
、
地
名
、
名
所

　　
　

で
あ
る
。

「猪
名
の
湊
」
も
そ
の
中
の

一
つ
で
あ
り
、
『万
葉
集
』
に
出
典
を
求

め
た
歌
枕
、
地
名
、
名
所
で
あ
り
、
新
奇
な
歌
枕
、
地
名
、
名
所
に
拠

っ
て
新

鮮
さ
を
示
し
た
詠
作
と
言
え
る
だ
ろ
う
。

こ
の
藤
原
顕
仲

の
詠
歌
以
降
に
も

「猪
名

の
湊
」
は

「千
鳥
」
と
共
に
詠
ま

れ
て
お
り
、
し
か
も

『堀
河
百
首
』
の
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る
歌
と
し
て
、

『林
葉
集
』
嫻

(『私
家
集
大
成
中
古
H
85
)
が
み
ら
れ
る
。
ま
た
、
歌
枕
、
地

名
、
名
所
と
し
て

「猪
名
の
湊
」
は
、
例
え
ば

『千
載
集
』
麗
等
が
挙
げ
ら
れ

(13)



る
。嫻

千
鳥
な
く
ゐ
な
の
み
な
と
に
風
さ
え
て
波
ま
に
や
と
る
有
明
の
月

鑓
浮
寝
す
る
ゐ
な
の
み
な
と
に
聞
ゆ
な
り
鹿

の
音
お
ろ
す
峰
の
松
風

こ
の
よ
う
に
、
「猪
名
の
湊
」
は
、

『堀
河
百
首
』
に
詠
ま
れ
た
以
後
、
歌
枕
、

地
名
、
名
所
と
し
て
詠
ま
れ
た
例
歌
が
見
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
少
な
か
ら
ず
、

こ
の
詠
歌
を
契
機
に
し
て
歌
枕
、
地
名

と
し
て
定
着
し
て
い
く
傾
向
が
推
察
さ

れ
る
。

次
に
、
『堀
河
百
首
』
に
お
い
て
、

「雄
島
ヵ
磯
」
を
詠
じ
た
歌
は
源
俊
頼
の

歌

(489
)
の
み
で
あ
る
。

刪
あ
な
し
ふ
く
を
島

ヵ
磯

の
は
ま
千
鳥
岩
う

つ
浪
に
た
ち
さ
わ
く
な
り

「雄
島
ヵ
磯
」
は
、
陸
奥
の
国

の
歌
枕

で
あ
る
が
、
勅
撰
集

に
お
い
て
初
出
は

　ヨ
　

『後
拾
遺
集
』
(嬲
)
の
源
重
之
の
詠
歌

に
み
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

嬲
松
島
や
雄
島

の
磯
に
あ
さ
り
せ
し
海
人
の
袖
こ
そ
か
く
は
濡
れ
し
か

こ
の
詠
歌
以
外
に

「雄
島
ヵ
磯
」
の
詠
ま
れ
た
例
歌
が
見
当
ら
ず
、
新
奇
な

歌
枕
、
地
名
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
ま

た
、
「あ
な
し
吹
く
」
は
、
多
く
北
西
方

向
か
ら
吹
く
風

の
こ
と
で
、
本
来
は
悪

風
、
危
難
を
も
た
ら
す
風
と
い
っ
た
も

の
ら
し
い
。
『俊
頼
髄
脳
』
に
は
、
「あ

な
し
と
い

へ
る
風
あ
り
。

い
ぬ
ゐ
の
風

と
か
や
」
と
あ
り
、
歌
語
と
し
て
初
出

は

『後
拾
遺
集
』
(麗
)
に
見
ら
れ
る
。

弸
あ
な
し
ふ
く
せ
と
の
し
ほ
あ
ひ
に
舟
出
し
て
は
や
く
そ
す
く
る
さ
や
の
か

た
の
や
ま

だ
が
、
『堀
河
百
首
』
に
お
い
て

「
あ
な
し
吹
く
」
は
、
同
じ
冬
季
の
歌
題
で

あ
る

「寒
蘆
」

の
源
顕
仲

の
詠
歌

(669
)
に
み
ら
れ
る
。

鰯
よ
も
す
か
ら
あ
な
し
吹
く
な
り
な
に
は
が
た
塩
あ
し
に
浪

の
花
や
さ
く
ら

む
こ
の
よ
う
に
、
「
あ
な
し
吹
く
」
は

『
堀
河
百
首
』
詠
出
当
時
に
注
目
さ
れ
た

歌
語
と
言
え
る
で
あ
ろ
う
。
源
俊
頼

の
歌

(艇9
)
は
、
「
雄
島

ヵ
磯
」
と
い
う
新

奇
な
歌
枕
、
地
名
、
に
注
目
し
、
「あ
な
し
吹
く
」
と
い
う
新
奇
な
歌
語
に
拠

っ

た
独
自
の
創
作
意
図
が
窺
え
る
。

「雄
島

ヵ
磯
」
は
、
源
俊
頼
の
詠
歌
以
後
、
影
響
関
係
が
認
め
ら
れ
る

『林
葉

集
』
跚

(『私
家
集
大
成
中
古
H
』
85
)
に

「月
前
千
鳥
」
と
い
う
歌
題
に

鰡
月
き
よ
み
雄
島
ヵ
磯
の
い
そ
な
く
さ
な
に
の
く
も
り
を
あ
さ
る
千
鳥
そ

と
あ
り
、
「月
」
「千
鳥
」
と
共
に

「雄
島

ヵ
磯
」
が
叙
景
的
に
詠
じ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
「
千
鳥
」
の
歌
題
に
お
い
て

「雄
島
ヵ
磯
」
を
詠
じ
て
い
る
こ
と

か
ら
、
少
な
か
ら
ず
源
俊
頼
の
歌

(艇9
)
を
念
頭
に
置

い
た
詠
歌
と
言
え
る
だ

ろ
う
。

ま
た
、
「雄
島
ヵ
磯
」
や

「
雄
島
」
は
、
前
掲
の
源
重
之
の
歌

(828
)
よ
り
、

「海
人
」
「袖
」
「松
島
」
と
共
に
詠
じ
た
例
歌
が

『
千
載
集
』

(躙
)
や

『新
古

今
集
』

(∩イ」

8

QJ
●
4

0」

9
)
に
数
多
く
見
ら
れ
る
。

嬲
見
せ
は
や
な
雄
島

の
あ
ま

の
袖
た
に
も
ぬ
れ
に
そ
ぬ
れ
し
色
は
か
は
ら
す

嬲
松
ヵ
根
の
雄
島
ヵ
磯
の
さ
夜
ま
く
ら

い
た
く
な
ぬ
れ
そ
海
人
の
袖
か
な

こ
の
よ
う

に
、
「雄
島
」
や

「雄
島
ヵ
磯
」
は
、
「千
鳥
」
と
共
に
詠
ま
れ
る

よ
り
、
「海
人
の
袖
」
等

の
源
重
之
の
詠
歌

の
影
響
を
強
く
受
け
た
歌
枕
、
地

名
、
名
所
と
し
て
定
着
化
し
た
傾
向
が
窺
え
る
。

『堀
河
百
首
』
で

「吹
上
の
浜
」

の
詠
歌
は
二
首

(嬲

・
割
)
み
ら
れ
る
。

螂
沖

つ
風
ふ
き
上
の
浜
の
さ
む
け
れ
は
冬

の
夜
す
が
ら
千
鳥
な
く
な
り

脇
浦
風
に
吹
上

の
は
ま
の
浜
千
鳥
浪
た
ち
く
ら
し
夜
は
に
な
く
な
り

「吹
上

の
浜
」
は
、
紀
伊

の
国

の
歌
枕
で
あ
り
、
勅
撰
集
に
お
い
て

「吹
上
の

浜
」
の

「吹
上
」
に

「
吹
き
上
げ
」
を
懸
け
た
歌

の
初
出
は
、
『古
今
集
』
(軅
)

で
あ
る
。

跚
秋
風
の
吹
上
に
た
て
る
白
菊
は
花
か
ら
ぬ
か
浪

の
寄
す
る
か

「吹
上

の
浜
」
は

「吹
上
」
に

「
吹
き
上
げ
」
を
懸
け
、
「吹
く
」
と
い
う
意
か

ら

「風
」
が
連
想
さ
れ
る
。

こ
の
二
首
は
い
ず
れ
も

「沖

つ
風
」
「浦
風
」
と
い

う
よ
う
に
風
と
共
に
詠
ま
れ
、
伝
統
的
な
修
辞
技
巧
に
拠

っ
た
詠
出
方
法
で
、

(14)



夜
寒
に
鳴
く
千
鳥
を
描
い
て
い
る
。

ま
た
、
『堀
河
百
首
』
の
詠
出
歌
人
で
あ
る
藤
原
顕
季

の
家
集
で
あ
る

『六
条

修
理
大
夫
集
』
(『私
家
集
大
成
中
古
H
』
59
)
に

　
マ
マ
　

殿
上
に
て
、
千
鳥
と

い
ふ
題
を
よ
ま
せ
給
ふ
し
に

12
お
き
つ
風
吹
上
の
浦
や
さ
む
か
ら
ん
浪
立
さ
は
き
千
鳥
啼
な
り

と
あ
り
、
永
縁
の
歌

(889
)
の

「吹
上

の
浜
」
が

「吹
上
の
浦
」
に
な
り
、
第

四
句
目
の

「冬
の
夜
す
が
ら
」
が

「
浪
立
さ
わ
き
」
に
な

っ
て
い
る
の
み
で
、

と
て
も
類
似
し
た
も
の
と
言
え
る
。
『堀

河
百
首
』
詠
出
に
際
し
、
歌
人
達
が
互

い
に
影
響
し
合

っ
た
と
推
察
さ
れ
る

一
首
で
あ
ろ
う
。

『堀
河
百
首
』
の
詠
出
時
期
と
重
な
る
と
推
測
が
可
能
な
時
期

の
長
治
元
年
五

月
廿

一
日
因
幡
権
守
重
隆
歌
合
15

(『平
安
朝
歌
合
大
成
』
嬲
)
の

「千
鳥
」
に

15
沖

つ
風
吹
上
の
浜
に
朝
な
波
の
居

る
間
に
千
鳥
な
く
な
り

と
あ
り
、
『堀
河
百
首
』
詠
出
当
時
は
、
「沖

つ
風
」
と

「
吹
上
の
浜
」
、
「千
鳥
」

の
組
み
合
せ
パ
タ
ー

ン
が
か
な
り
詠
ま
れ
て
い
た
と
察
せ
ら
れ
る
。

「
千
鳥
」
と

「
吹
上
の
浜
」

の
組
合
せ
は
、
『堀
河
百
首
』
以
前
に
、
例
歌
が

見
当
ら
ず
、
『堀
河
百
首
』
詠
出
当
時
に
は
詠
じ
ら
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
す
る
と

詠
出
当
時
に
は
注
目
さ
れ
た
組
合
せ
と
言
え
る
だ
ろ
う
。
し
か
も
、
『
堀
河
百
首
』

以
降
は

「
千
鳥
」
の
題
詠
歌
に
見
ら
れ
る
。
紀
伊

の
歌

(199
)
は

『新
古
今
集
』

(646
)
に
採
ら
れ
、
冬
歌

の
千
鳥
の
歌
群

に
排
列
さ
れ
て
お
り
、
そ
の
中
で

「
吹

上
」
の
歌
枕
を
詠
じ
た
歌
が
二
首

(ρ0

7

4

●
4

ρhU

ρhU)
み
ら
れ
、
そ
れ
ら
は
い
ず
れ
も

定
数
歌
の
歌
で
あ
る
。

五
十
首
歌
た
て
ま

つ
り
し
時

摂
政
太
政
大
臣

餠
月
そ
す
む
た
れ
か
は
こ

・
に
紀
の
国
や
吹
上
の
千
鳥
ひ
と
り
な
く
也

こ
の
よ
う
に
、
「
吹
上
の
浜
」
と

「千
鳥
」

の
組
合
せ
パ
タ
ー
ン
は
、
『堀
河

百
首
』
の
詠
出
時
期
よ
り
、
「千
鳥
」
の
題
詠
す
る
際

の

一
つ
の
組
合
せ
パ
タ
ー

ン
と
し
て
定
着
し
て
い
っ
た
と
捉
え
ら

れ
る
で
あ
ろ
う
。

次
に
、
「吹
上
の
浜
」
と
同
様

に
、
懸
詞
と
し
て
用

い
ら
れ
た
歌
枕
で
あ
る
「
明

石
の
浦
」
を
取
り
上
げ
て
み
よ
う
。
「
明
石
の
浦
」
は
、
播
磨

の
国
に
あ
り
、
『万

葉
集
』
(923
)
よ
り
詠
ま
れ
て
い
る
伝
統
的
な
歌
枕
、
地
名
と
言
え
る
。

『堀
河
百
首
』
に
お

い
て
、
「
明
石
」
に
関
連
し
た
歌
枕
と
し
て

「
明
石
の
浦
」

「明
石
の
沖
」
が
み
ら
れ
る
。
「明
石
の
浦
」
の
詠
歌
三
首
あ
り
、
そ
の
う
ち
の

二
首

(8

0

7

●
8

0」

OJ
)
が

「
千
鳥
」
の
歌
題
で
、
も
う

一
首

(跏
)
は

「関
」
の
歌

題

で
あ
る
。

こ
の
三
首
は
い
ず
れ
も

「
明
石
の
浦
」

の

「明
石
」
に

「
明
し
」

を
懸
け
、
か
な
り

一
般
化
さ
れ
た
懸
詞
の
修
辞
技
巧
に
拠

っ
て
い
る
。

粥
月
影
の
あ
か
し
の
浦
を
こ
ぎ
行
け
は
千
鳥
し
ば
な
く
あ
け
ぬ
こ
の
夜
は

(大
江
匡
房
)

蜘
夜
を
さ
む
み
あ
か
し

の
浦
の
浜
風
に
と
わ
る
千
鳥
声
さ
わ
ぐ
な
り(源

師
頼
)

『堀
河
百
首
』
の
こ
の
二
首
以
前
に
お
い
て
、
「千
鳥
」
と

「
明
石
の
浦
」
の

組
合
せ
に
拠

っ
た
歌
は

『実
方
中
将
集
』
躙

(『私
家
集
大
成
中
古
1
』
鵬
)
に

連
歌
が

一
首
挙
げ
ら
れ
る
の
み
で
あ
る
。

月
の
あ
か
く
侍
し
に
、
人
と
も

の
い
ひ
侍
し
に
、
ち
と
り
な
き
し
か
は

躙
は
ま
ち
と
り
い
つ
こ
に
な
く
そ

つ
き
ま
つ
と
と
い
ひ
し
か
は

あ
か
し
の
う
ら
と
お
も
ふ
な
る

へ
し

こ
の
こ
と
か
ら
、
「千
鳥
」
と

「
明
石
の
浦
」
は
、
新
し

い
歌
材
の
組
合
せ
と
言

え
る
。

『堀
河
百
首
』
の
詠
出
時
期
と
重
な
る
と
推
察
さ
れ
る
時
期
の
歌
合
に
「
千
鳥
」

と

「
明
石
の
浦
」

の
詠
歌
が
あ
る
。
そ
れ
は
、
永
長
元
年
三
月
廿
二
日
権
大
納

言
家
忠
歌
合

(『平
安
朝
歌
合
大
成
五
』
嬲
)
の
十
番
千
鳥
に
見
出
せ
る
。

20
旅
寝
し
て
明
石
の
浦
の
浜
千
鳥
心
ほ
そ
く
も
き
こ
ゆ
な
る
か
な

ま
た
、
『堀
河
百
首
』
の
影
響
が
考
え
ら
れ
る
歌
と
し
て
、
俊
頼
や
基
俊
と
の

交
流
関
係

が
あ
る
藤
原
忠
通
の
家
集

『田
多
民
治
集
』
96

(『私
家
集
大
成
中
古

11
』
80
)

の

「暁
千
鳥
」
と
い
う
歌
題
に
、

(15)



96
有
明
の
月
も
あ
か
し
の
う
ら
浪

の
う
ち
お
と
ろ
か
す
友
千
鳥
か
な

と
あ
り
、
「
明
石
の
浦
」
に

「
明
し
」
を
懸
け
、
し
か
も

「浦
」
に

「
浦
波
」
を

懸
け
、
技
巧
的

に
仕
上
げ
て
い
る
。

大
江
匡
房

の
詠
歌

(879
)
の

「月
影

の
明
石
の
浦
」
と
い
う
よ
う
に
、
「
明
石

の
浦
」
と

「
月
」
の
歌
材
の
組
合
せ
に
拠

っ
た
歌
が
数
多
く
見
ら
れ
る
。
『
堀
河

百
首
』
の
㎜
に
お
い
て
も
、
「月
影

の
明
石
の
浦
」
と
い
う
表
現
が
み
ら
れ
、
す

で
に
、
『延
喜
御
集
』
16

(『私
家
集
大
成
中
古
1
』
40
)
に
も
見
ら
れ
、
「明
し
」

の
縁
語
と
し
て

「月
」
が
詠
じ
ら
れ
て

い
る
。

跏
月
影

の
明
石
の
浦
を
み
わ
た
せ
は
心
は
す
ま
の
関
に
と
ま
り
ぬ

16
月
影

の
明
石
の
浦
に
な
か
め
つ

・
た
ひ
な
か
せ
る
は
我
に
や
あ
る
ら
ん

「
千
鳥
」
と

「
明
石
の
浦
」

の
組
合

せ
の
詠
歌
は
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
降

に
お

い
て
、
堀
河
百
首
題
の
百
首
歌
や
千
鳥
の
関
連
し
た
歌
題
に
お
け
る
詠
歌

に
見
出
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
『堀
河
百

首
』
の
二
首

(粥

・
弸
)
が
少
な
か
ら

ず
、
『堀
河
百
首
』成
立
以
降
の
題
詠
や
百
首
歌
に
影
響
を
与
え
て
い
る
こ
と
は

確
か
に
認
め
ら
れ
る
。

「
千
鳥
」
に
お
い
て
、
「与
謝

の
浦
」
を
詠
じ
た
の
は
源
仲
実
歌

(389
)
で
あ

る
。鰡

橋
立
や
よ
さ
の
う
ら
浪
よ
せ
て
く

る
暁
か
け
て
千
鳥
な
く
な
り

こ
の
歌
は
、
「与
謝
の
浦
」
と

「橋

立
」
と
共
に
用

い
ら
れ
、
い
ず
れ
も
丹
後

の
国
に
あ
る
歌
枕
、
地
名
、
名
所

で
あ

る
。
し
か
も
、
「与
謝

の
浦
」
の

「浦
」

に

「浦
波
」
を
懸
け
る
と

い
う
技
巧
を
使

い
暁
ま
で
鳴
き
続
け
る
千
鳥
を
詠
ん

で
い
る
。

「与
謝
の
浦
」
は
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
前

の
勅
撰
集
に
は
見
当
ら
な
い
歌

枕
、
地
名
で
あ
る
が
、
「与
謝
の
海
」
も
ま
た
、
勅
撰
集
に
例
歌
が
確
認
で
き
な

い
歌
枕
、
地
名
で
あ
る
。
だ
が
、
「与

謝
の
海
」
と

「天
の
橋
立
」
を
同
時
に
詠

み
入
れ
た
例
歌
と
し
て
は
、
『能
宣
集

』
鵬

(『私
家
集
大
成
中
古
1
』
m
)
が

挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
詠
歌
の
詞
書
き
に

「
一
条

の
太
政
大
臣
の
家

へ
の
障
子
の

ゑ
く
に
く

の
な
あ
る
と
こ
ろ
く

を
か

・
せ
侍
り
て
、
人
く

歌
よ
み
つ
け

よ
と
侍
り
し
か
は
、
よ
み
た
て
ま

つ
り
し
」
と
あ
り
、
「天
の
橋
立
」
の
障
子
歌

で
あ
り
、
障
子
絵

の
影
響
に
よ

っ
た
歌
と
捉
え
ら
れ
る
。

あ
ま

の
は
し
た
て

爛
与
謝
の
海

の
天
の
橋
立
見
わ
た
せ
は
か
た

・
・
な
み
を
わ
く
る
し
め
か
も

「与
謝

の
海
」
と

「天
の
橋
立
」
の
二
つ
の
歌
枕
、
地
名
を
共
に
用
い
る
と
い

う
構
成
は
、
障
子
歌
や
屏
風
歌
を
契
機
に
定
着
し
、
「与
謝

の
浦
」
と

「天
の
橋

立
」
も
そ
こ
か
ら
学
ん
だ
と
考
え
ら
れ
る
。

「与
謝

の
海
」
は
、
勅
撰
集
に
お
い
て
、
『千
載
集
』
脳
に
見
出
さ
れ
、
「与
謝

　　
　

の
海
」
と

「
天
の
橋
立
」
組
合
せ
の
詠
歌

で
あ
る
。

刪
思
ふ
こ
と
な
く
て
や
み
ま
し
よ
さ
の
海
の
天
の
橋
立
都
な
り
せ
は

だ
が
、
「
与
謝
の
浦
」
は
、
勅
撰
集

に
は
例
歌
を
見
出
す
こ
と
が
で
き
ず
、

『相

模
集
』
餅

(『私
家
集
大
成
中
古
H
』
29
)
、
『散
木
奇
歌
集
』
㎜

(『私
家
集
大

成
中
古
H
』
62
)
、
『基
俊
集
』
76

(『私
家
集
大
成
中
古

H
』
68
)
等
に
見
ら

れ
、
そ
の
う
ち
、
『基
俊
集
』
76
は
、
「与
謝
の
浦
」
を

「浦
浪
」
と
懸
け
た
技

巧
用
い
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に

「
与
謝
の
浦
」
は
、
『堀
河
百
首
』
詠
出
時
期
に
近

い
頃
よ
り
詠

じ
ら
れ
た
比
較
的
新
し

い
歌
枕
、
地
名
、
名
所
と
言
え
、
し
か
も
『堀
河
百
首
』

詠
出
歌
人
達
に
詠
ま
れ
て
い
た
こ
と
が
知
れ
る
。

76
お
し
て
る
や
よ
さ
の
浦
浪
う
ち
か

へ
し
今
も
み
ま
く
の
ほ
し
き
君
か
な

「
千
鳥
」
と

「与
謝
の
浦
」
「天

の
橋
立
」
の
組
合
せ
の
詠
歌
は
、
源
仲
実

の

歌

(389
)
以
前

に
は
見
ら
れ
な

い
が
、
少
な
く
と
も

「与
謝

の
海
」
と

「
天
の

橋
立
」
を
意
識
し
、
「海
」
を

「
浦
」
に
変
え
た
の
み
と
も
考
え
ら
れ
る
。
こ
の

仲
実
の
歌
以
降
、
「千
鳥
」
と

「与
謝

の
浦
」
の
組
合
せ
に
よ
る
例
歌
が
検
索
さ

れ
る
こ
と
か
ら
、
こ
の
詠
歌
が
影
響
を
与
え
た
と
認
め
ら
れ
る
だ
ろ
う
。
例
え

ば
、
『忠
盛
集
』
23

(『私
家
集
大
成
中
古
H
』
74
)
に

(16)



暁
千
鳥

23
よ
さ
の
浦
の
松
風
さ
む
み
ね
覚
す

る
有
明
の
月
に
千
鳥
な
く
な
り

と
あ
り
、
「
千
鳥
」
と

「与
謝
の
浦
」
は
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
降
の

「千
鳥
」

の
題
詠
歌
に
多
数
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
そ
の
詠
作
方
法

の
定
着
化
を
示
し
て

い
る
。

以
上

の
よ
う
に
、
歌
枕
、
地
名
を
中

心
に
み
て
く
る
と
、
堀
河
百
首
題

「千

鳥
」
で
詠
み
込
ま
れ
て
い
る
九
つ
の
歌
枕
、
地
名
の
う
ち
、
「佐
保
川
」
と

「大

井
川
」
を
除
い
て
歌
枕
、
地
名
は
、
す

べ
て
海
辺
に
関
連
し
た
歌
枕
、
地
名
で

あ
り
、
こ
の
点
か
ら
し
て
も
堀
河
百
首

題
の

「
千
鳥
」
は
、
有
吉
保
氏
の
こ
指

　　
　

摘

の
と
お
り
、

海
辺

の
千
鳥
の
詠
が
多

く
を
占
め
て
い
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

ま
た
、
「千
鳥
」
に
詠
じ
ら
れ
た
歌
枕
、
地
名
の
う
ち
、

『万
葉
集
』
に
詠
歌

を
検
索
し
得
る
歌
枕
、
地
名
と
し
て

「
志
賀
の
浦
」
「佐
保
川
」
「浪
逆
の
浦
」

「猪
名

の
湊
」
が
挙
げ
ら
れ
る
。
そ
の
う

ち
、
「浪
逆

の
浦
」
と

「猪
名
の
湊
」

は
い
ず
れ
も
万
葉
歌
以
外
に
例
歌
が
み
ら
れ
ず
、
『万
葉
集
』
に
典
拠
を
求
め
た

歌
枕
、
地
名
と
言
え
る
。
殊
に
、
「
猪
名

の
湊
」
は
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
降

に
歌
枕
、
地
名
と
し
て
定
着
化
の
傾
向

が
窺
え
る
。
ま
た
、
唯

一
、

『万
葉
集
』

に
お
い
て
、
「千
鳥
」
と
共
に
詠
じ
ら
れ
た
歌
枕
、
地
名
と
し
て

「佐
保
川
」
が

認
め
ら
れ
、
そ
れ
以
外
の
歌
枕
、
地
名

は

「千
鳥
」

の
詠
作
は
見
出
せ
な
い
。

だ
が
、
「志
賀
の
浦
」
「猪
名
の
湊
」
「
雄
島

ヵ
磯
」
「吹
上
の
浜
」
「
明
石
の
浦
」

「与
謝
の
浦
」
は
、
『堀
河
百
首
』
成
立
以
降

の

「千
鳥
」

の
題
詠
歌
や
歌
合
歌

に
詠
じ
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
『堀
河
百
首
』
の

「
千
鳥
」
の
歌
題
の
詠
歌
と
の
影

響
関
係
が
、
歌
枕
、
地
名
の
点
か
ら
も
指
摘
で
き
る
だ
ろ
う
。
殊
に
、
「雄
島
ヵ

磯
」
「与
謝

の
浦
」
は
、
比
較
的
に
新
し

い
歌
枕
、
地
名
と
言
え
、
「雄
島
ヵ
磯
」

は
源
重
之
の
詠
に
学
ん
だ
歌
枕
、
地
名

で
あ
ろ
う
。

『堀
河
百
首
』
に
お

い
て
、
比
較
的
に
歌
題
と
し
て
新
し

い
「
千
鳥
」
は
、
『万

葉
集
』

の
詠
歌
に
歌
材
や
歌
枕
、
地
名
を
求
め
、
し
か
も
、
万
葉
歌

の
多
大
な

影
響
関
係
を
認
め
ら
れ
る
。
そ
れ
は
、

『万
葉
集
』

(㎝

・
皿
)
の
詞
書
き
に
「夜

裏
聞
千
鳥
鳴
二
首
L

の
よ
う

に
、
万
葉
歌
に
お
い
て
、
夜
に
鳴
く
千
鳥
の
詠
が

多
く
み
ら
れ
る
こ
と
か
ら
、
『堀
河
百
首
』
の

「千
鳥
」
歌
題
も
、
万
葉
歌
を
背

景
に
し
、
夜
鳴
く
千
鳥
が
数
多
く
詠
ま
れ
た
の
で
は
な
い
か
と
推
察
で
き
る
で

あ
ろ
う
。
ま
た
、
こ
の
よ
う

に
歌
題

「千
鳥
」
で
、
今
ま
で
に
詠
ま
れ
て
い
な

い
歌
枕
、
地
名
を
組
合
せ
る
詠
法
は
新
し
い
歌
枕
、
地
名
に
拠

っ
て
特
定
の
景

物
を
与
え
る
こ
と
で
そ

の
地
の
景
色
を
視
覚
的
に
表
現
し
よ
う
と
す

る
、
和
歌

表
現
の
創
意
工
夫
と
認
め
ら
れ
る
で
あ
ろ
う
。

〈
注

〉

(
1
)
有

吉
保

氏
著

『
新

古
今
集

の
研
究

基

盤

と
構
成
』

(昭

43
)

三
省

堂

(
2
)
拙

稿

「
堀
河

百
首

題

「
野
」

を

め
ぐ

っ
て
L

(「
文
教

大
学

女

子
短

期
大
学

部

紀
要

」
第

33
集

)
参

照
。

(
3
)
こ

の
詠
歌

は
、

『し

け

ゆ
き
』

(
『私

家
集

大
成

中
古

1
』
爛
)

の

「恋

十
」
蹣

に
初

二
句

目

が

「
ま

つ
し

ま

の

い
し

ま

の

い
そ

に
」

と

し

て
収

ま

っ
て

い
る
。

(
4
)
『
千
載

集
』
脳

の
詠

歌

は
赤

染
衛

門

の
詠

と
な

っ
て

い
る

が
、

『金

葉
集

』
三

奏
本

鵬
に
お

い
て
は
、
馬

内
侍

の
詠

と
な

っ
て

い
る
。

(
5
)
注

1
に

同
じ
。

引

用
し

た

『
万
葉

集
』
、

『古

今
六
帖

和

歌
』

は
、

『
新
編

国
歌

大
観

』

(歌
番

号

も

同
本

に
拠

る
。
)
に
拠

っ
た
。

た
だ
し

、
表

記

に

つ

い
て

は
改

め
た

と

こ
ろ

が

あ

る
。
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